
 第５学年２組 算数科学習指導案

平成３０年１１月２７日（火） ５校時

  指導者  T1 吉崎 雄貴
T2 小山 宏 

１ 単元名  面積の求め方を考えよう

２ 単元のねらい

○ 平行四辺形，三角形，台形，ひし形などの面積について，既習の面積の求め方に帰着させて考え，計

算で求めようとする。                       （算数への関心・意欲・態度）

 ○ 既習の面積の求め方を基に，平行四辺形，三角形，台形，ひし形などの面積の求め方を工夫して考え，

公式をつくり出すことができる。                      （数学的な考え方）

○ 平行四辺形，三角形，台形，ひし形などの面積を公式を用いて求めることができる。

（数量や図形についての技能）

○ 平行四辺形，三角形，台形，ひし形などの計算による面積の求め方を理解する。

（数量や図形についての知識・理解）

３ 授業するにあたって

○ 本学級の実態

  グループ学習やペア学習では自分の考えを伝えたり，話し合ったりできるが，全体の場で自分の考えを

説明することには抵抗感が見られる。しかし，友達の考えと似ているところや友達の考えを自分の言葉で

再度言うなど，発言する場を設定することで，自分の考えや疑問に思ったことをつぶやいたり，発言した

りすることができるようになってきている。

  平行四辺形や三角形の面積を求める学習でも，本時の学習と同じように，それぞれの面積の求め方から

共通して使っている辺や数値に着目して公式を考えるという学習を行っている。

○ 研究の重点とのかかわり

【研究の重点ウ：話合いを焦点化し，深めるための支援】

・同じ考え方同士でグループを作り，どの辺や数値を使って面積を求めたのかを確認する。その後，公式

につながる言葉へと考えを一般化していくための話合いの場を設定する。

４ 指導計画（全１３時間）

○ 第一次 平行四辺形の面積の求め方    （３時間）

○ 第二次 三角形の面積の求め方      （３時間）

○ 第三次 いろいろな四角形の面積の求め方 （４時間，本時２／４時間）

○ 第四次 三角形の高さと面積の関係    （１時間）

○ 第五次 まとめ             （２時間）

５ 前時の学習

以上の流れで前時の学習を行い，その後，面積の求め方ごとにグループ分けを行い，本時の学習につなげる。

１ 本時のめあてと問題を把握する。「めあて：台形の面積の求め方を考えよう。」

２ 図形を見て面積を求める方法を予想する。

３ 自力解決をする。

  ・台形が描かれた方眼紙のワークシートを用意し，複数の方法を考えるよう声をかける。

  ・式だけでなく考え方や求め方を説明する文章を書くように声をかける。

 …＜個人情報保護のため省略＞…



６ 本時の学習

（１） ねらい

  自分の考えた台形の面積の求め方を，公式につながるような言葉を用いて説明することができる。

（数学的な考え方）

（２）展開（８／１３時間）

学習活動と予想される児童の反応 教師の支援（○）と評価（★）

T１ T2 
１ 本時のめあてと問題を把握する。

２ 同じ面積の求め方をしている人でグルー

プになり，自分たちのグループの面積の求

め方を説明する方法を考える。

・上の辺と下の辺を使っているな。

・上の辺と下の辺を足した長さに高さをかけ

る。

・台形二つ分の半分だから÷２だな

３ 各グループの面積の求め方を発表する。

４ それぞれの面積の求め方で共通して使っ

ている辺や長さ，数字に着目し，台形の面

積を求めるために必要な辺や数字について

考える。

・高さは使っているな。

・上の辺と下の辺を使っているな。

・÷２は必要なのかな。

５ 本時のまとめと振り返りをする。

◯各グループの説明を聞きなが

ら，使っている辺や長さを板

書したり，色分けをしたりす

る。

◯児童の説明を聞きながら，キ

ーワードを黒板に板書する。

◯児童の様子を観察

しながら，分からな

い所，聞いてみたい

所を児童に尋ねる

ように促す。

（３）本時の評価

十分満足できる おおむね満足できる 支援を要する児童への手立て

 公式につながる言葉（上の辺，下

の辺，高さなど）で台形の面積の求

め方を説明することができている。

図形の変形に着目して，数式を

使って台形の面積の求め方を説

明することができている。

 式に使っている数字が台形の

どの辺なのか一緒に考える。

台形の面積の求め方を考えよう。

【考】自分たちの考えた台形の面積の求め方を公式に

つながるような言葉で説明している。（観察・発言）

台形の面積を求めるためには・・・

・上の辺と下の辺の長さが分かるとよい

・上の辺と下の辺の長さに高さをかける

・÷２が必要

◯前時で考えた自分の説明を紹介しながら，自分た

ちが計算で使っている辺や長さを確認するよう，

声をかける。

○図で説明がしやすいように拡大した方眼入りの台

形の用紙を配る。

○式の共通点を見つけやすくするため，式を数字だ

けで説明するのではなく，その数字がどの辺の長

さなのか言葉で表すようにする。

◯共通点を探す視点として，式に使われている辺や数値

に着目するように伝える。

○共通して使われている辺や

数字から台形の面積を求め

るために必要な計算を板書

する。 


